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橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
教
育

委
員
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
限
定
さ
れ
た

範
囲
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
と
い
う

印
象
が
あ
る
。
広
く
人
材
を
求
め
、

意
欲
の
あ
る
人
を
選
ぶ
た
め
に
も
、

自
薦
・
他
薦
な
ど
で
公
募
し
、
そ
の

内
容
を
参
考
に
し
て
提
案
す
る
制
度

を
つ
く
れ
な
い
か
。

市
長

①
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
は
「
委
員
は
当
該
地
方
公
共
団
体

の
長
の
被
選
挙
権
を
有
す
る
者
で
、

人
格
が
高
潔
で
、
教
育
、
学
術
及
び

文
化
に
関
し
識
見
を
有
す
る
も
の
の

う
ち
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が
、

議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
。」

と
な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
の
公
募

を
実
施
し
た
市
町
村
は
、
ま
だ
ご
く

わ
ず
か
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
も
教

育
制
度
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
調
査

研
究
を
重
ね
て
い
る
。
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
の
権
限
と
責
任
は
市
長
に

あ
る
た
め
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
非

課
税
か
ら
課
税
に
な
っ
た
人
数
と
影

響
額
は
。

②
老
人
保
健
医
療
受
給
者
へ
の
影

響
は
な
い
か
。
市
独
自
の
政
策
は
。

③
縮
小
・
廃
止
と
な
っ
た
公
的
年

金
控
除
や
老
年
者
控
除
以
外
に
控
除

で
き
る
も
の
は
あ
る
か
。

④
医
療
費
控
除
や
、
障
害
者
控
除

の
周
知
方
法
は
。

市
長

①
2
千
3
百
人
、
8
百
50
万

円
ほ
ど
で
あ
る
。

②
課
税
世
帯
へ
移
行
し
た
人
全
体

の
負
担
額
は
月
額
で
医
科
外
来
が
約

2
百
30
万
円
、
入
院
が
約
百
70
万
円

増
加
と
推
計
さ
れ
る
。
入
院
時
の
食

事
代
の
標
準
負
担
額
は
50
万
円
ほ
ど

増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。
市
独
自
の

施
策
は
行
わ
な
い
。

③
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
寡

婦
・
寡
夫
控
除
、
勤
労
学
生
控
除
、

障
害
者
控
除
等
が
あ
る
。

④
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
申
告

す
る
際
の
し
お
り
に
掲
載
し
て
い
る
。

障
害
者
控
除
に
つ
い
て
は
、
今
後
市

報
等
で
周
知
し
て
い
く
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
最
終

回
の
テ
ー
マ
は
何
か
。
ま
た
、
今
回

の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
は
。

②
別
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
行
政
コ

ス
ト
を
公
表
し
て
い
く
考
え
は
。

③
市
民
に
何
を
訴
え
た
い
の
か
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
情
報
公
開
の
意

図
の
明
確
化
や
記
事
の
書
き
方
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

④
市
民
か
ら
ど
の
よ
う
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
か
。

市
長

①
福
祉
会
館
を
予
定
し
て
お

り
、
利
用
者
に
使
用
料
等
の
負
担
を

求
め
る
施
設
等
の
中
か
ら
市
民
に
身

近
な
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

②
分
野
別
の
テ
ー
マ
と
し
た
り
、

図
書
館
の
よ
う
に
負
担
を
求
め
ず
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
選
定
し
、
わ
か

り
や
す
く
公
表
で
き
る
よ
う
検
討
し

た
い
。

③
か
か
っ
た
コ
ス
ト
や
税
金
の
投

入
額
を
公
表
し
、
市
民
に
自
由
な
意

見
を
求
め
た
い
と
考
え
た
。

④
第
1
回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
対
し
て
は
、
運
行
自
体
を
知
ら
な

か
っ
た
、
料
金
を
上
げ
る
べ
き
、
ま

た
、
路
線
を
拡
大
す
べ
き
な
ど
の
意

見
が
あ
っ
た
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
今
回

の
税
制
改
正
を
ど
の
よ
う
に
市
民
に

周
知
し
た
か
。

②
課
税
内
容
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
件
数
は
。

③
65
歳
以
上
の
常
時
寝
た
き
り
で

介
護
を
要
す
る
人
や
障
害
者
手
帳
を

持
た
な
い
人
が
障
害
者
控
除
認
定
を

受
け
る
制
度
が
あ
る
が
、
こ
れ
の
利

用
人
数
は
。

④
市
民
負
担
軽
減
策
を
考
え
て
い

る
か
。

市
長

①
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

掲
載
す
る
ほ
か
、
税
務
署
主
催
の
年

金
等
説
明
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

市
民
税
の
申
告
書
を
送
付
す
る
際
、

改
正
の
お
知
ら
せ
等
を
同
封
し
て
周

知
を
図
っ
た
。

②
集
計
し
て
い
な
い
。

③
平
成
13
年
か
ら
の
5
年
間
で
は
、

15
年
と
17
年
に
そ
れ
ぞ
れ
5
人
い
た
。

④
住
民
税
は
地
方
税
法
に
定
め
ら

れ
た
範
囲
で
課
税
し
て
い
る
た
め
、

負
担
の
軽
減
は
で
き
な
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
市
民

の
会
議
準
備
会
へ
の
応
募
状
況
と
年

齢
構
成
は
。

②
申
込
書
の
自
由
意
見
欄
に
記
載

さ
れ
て
い
た
内
容
は
。

③
準
備
会
の
開
催
状
況
は
。

④
市
の
自
治
基
本
条
例
制
定
調
整

委
員
会
の
協
議
内
容
は
。

⑤
今
後
の
策
定
方
法
と
市
の
か
か

わ
り
方
は
。

市
長

①
61
人
の
応
募
が
あ
り
、
50

代
以
降
の
人
が
8
割
を
超
え
た
。

②
市
民
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
を
希
望
す
る
声
が
多
か
っ
た
。

③
8
月
に
第
1
回
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
既
に
3
回
開
催
し
た
。

④
準
備
会
メ
ン
バ
ー
の
募
集
方
法

や
、
市
職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
の
活
動
等
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

⑤
準
備
会
終
了
後
に
発
足
し
た
市

民
の
会
議
が
、
条
例
づ
く
り
に
関
す

る
役
割
分
担
や
相
互
協
力
の
内
容
を

定
め
る
協
定
を
市
と
締
結
し
、
条
例

案
を
検
討
す
る
。
市
は
条
例
案
の
検

討
が
円
滑
に
進
む
よ
う
活
動
場
所
の

提
供
や
専
門
家
の
派
遣
等
を
行
う
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
情
報

シ
ス
テ
ム
の
1
年
間
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
は
。

②
来
庁
者
等
へ
の
情
報
提
供
は
デ

ジ
タ
ル
化
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

③
e
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
2006
に
お
け

る
全
国
総
合
44
位
と
い
う
結
果
を
ど

う
考
え
る
か
。

④
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
実
現
す

る
た
め
に
、
電
子
黒
板
を
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
と
、
健
康
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
・
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築

は
年
内
に
本
稼
動
の
予
定
で
、
証
明

書
自
動
交
付
機
は
来
年
1
月
中
に
更

新
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
特
に
来
庁
者
が
多
い
庁
舎
正
面

玄
関
で
、
案
内
表
示
板
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
調
査
分
野
の
す
べ
て
で
前
年
よ

り
も
得
点
が
ふ
え
、
全
体
と
し
て
偏

り
の
な
い
電
子
市
役
所
化
が
推
進
さ

れ
た
も
の
と
考
え
る
。

教
育
長

④
効
果
的
な
授
業
の
組
み

立
て
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
全
面
的
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備

を
進
め
る
中
で
、
費
用
対
効
果
な
ど

を
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
カ
ー

ド
化
の
目
的
と
現
在
の
保
険
証
と
の

違
い
は
何
か
。

②
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

③
近
隣
市
の
状
況
は
。

④
当
市
で
も
カ
ー
ド
化
を
急
ぐ
べ

き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

①
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規

則
の
改
正
に
よ
り
、
被
保
険
者
等
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
原
則

と
し
て
世
帯
に
1
枚
交
付
し
て
い
た

も
の
を
1
人
1
枚
の
様
式
に
改
め
た
。

大
き
さ
は
従
来
の
半
分
以
下
で
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
同
じ
サ
イ
ズ
に

な
る
。

②
メ
リ
ッ
ト
は
携
帯
が
容
易
に
な

り
外
出
先
で
の
急
病
に
も
安
心
し
て

診
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
1
人
1

枚
の
交
付
と
な
り
家
族
が
別
々
の
医

療
機
関
で
同
時
に
受
診
で
き
る
こ
と

等
で
あ
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
電
算
シ

ス
テ
ム
の
変
更
等
に
費
用
が
か
か
る

こ
と
や
、
小
型
に
な
る
た
め
に
紛
失

の
増
加
や
表
示
内
容
が
見
づ
ら
く
な

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

③
多
摩
地
区
26
市
中
18
市
に
お
い

て
実
施
済
み
で
あ
る
。

④
平
成
19
年
10
月
の
被
保
険
者
証

宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

①
市
指

定
の
保
存
樹
林
の
推
移
は
。

②
伐
採
の
申
し
出
へ
の
対
応
は
。

③
風
致
地
区
の
現
状
と
対
策
は
。

④
企
業
が
所
有
す
る
樹
木
を
保
存

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
か
。

⑤
企
業
、
所
有
者
へ
の
対
応
は
。

市
長

①
平
成
14
年
度
、
15
年
度
は

6
万
2
千
17
平
方

、
16
年
度
は
5

万
9
千
6
百
97
平
方

、
17
年
度
は

5
万
6
千
7
百
32
平
方

で
あ
る
。

②
解
除
理
由
を
明
確
に
し
保
存
が

不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
解

除
す
る
。

③
4
地
区
の
風
致
地
区
が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
玉
川
上
水
の
風
致
地
区

以
外
は
緑
が
減
少
し
て
い
る
。
街
道

筋
は
建
物
の
壁
面
後
退
を
利
用
し
た

緑
化
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

④
大
規
模
な
開
発
事
業
等
の
場
合

は
、
土
地
利
用
構
想
の
届
け
出
時
点

で
で
き
る
限
り
緑
を
保
全
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

の
一
斉
更
新
時
期
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
こ
の

法
律
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
総
合

評
価
入
札
方
式
に
対
す
る
評
価
は
。

②
こ
の
方
式
は
市
民
の
利
益
に
寄

与
す
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

③
市
が
発
注
し
た
公
共
工
事
の
金

額
と
平
均
落
札
率
は
。

④
総
合
評
価
入
札
方
式
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
条
件
は
。
ま
た
、
こ
の

方
式
を
採
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長

①
価
格
以
外
の
多
様
な
要
素

を
考
慮
し
、
価
格
と
品
質
が
総
合
的

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
計

画
の
活
用
区
分
の
中
に
転
用
と
し
て

親
水
、
緑
道
、
道
路
、
下
水
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
計
画
や
目
標
は
。

②
（
仮
称
）
上
水
本
町
ビ
オ
ト
ー

プ
公
園
、（
仮
称
）
延
命
寺
公
園
、

あ
じ
さ
い
公
園
の
親
水
整
備
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

市
長

①
具
体
的
な
整
備
内
容
や
実

施
時
期
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、

財
政
状
況
に
応
じ
た
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
。
活
用
区
分
の
方
向
性
と

し
て
、
親
水
活
用
は
水
に
親
し
め
る

空
間
の
創
出
、
緑
道
活
用
は
緑
を
主

体
と
し
た
散
歩
道
等
へ
の
利
用
、
道

路
活
用
は
流
水
機
能
を
地
下
に
持
た

せ
、
そ
の
上
を
道
路
と
し
て
の
利
用
、

下
水
活
用
は
用
水
敷
に
公
共
下
水
道

管
の
埋
設
等
、
地
域
の
特
性
や
事
情

に
合
わ
せ
個
々
に
対
応
す
る
。

⑤
現
時
点
で
は
、
積
極
的
な
緑
化

の
維
持
や
推
進
を
働
き
か
け
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

に
す
ぐ
れ
た
内
容
の
契
約
を
締
結
す

る
方
式
で
あ
る
。
工
事
品
質
の
確
保

及
び
向
上
が
図
ら
れ
、
事
業
者
の
育

成
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
技
術
提
案
を
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
工
事
の
施
工
だ
け
で
な
く
、
環

境
の
維
持
、
安
全
対
策
と
い
っ
た
社

会
的
な
要
請
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
市
民
の
利
益
に

寄
与
す
る
と
考
え
る
。

③
平
成
16
年
度
は
約
19
億
6
千
万

円
で
89
･
33
％
、
17
年
度
は
25
億
1

千
万
円
で
92
・
11
％
で
あ
る
。

④
市
が
技
術
提
案
を
審
査
、
評
価

す
る
仕
組
み
を
確
立
し
、
事
業
者
側

も
技
術
提
案
に
対
応
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
採
用
の
予
定
は
な
い
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
特
色

あ
る
公
園
の
整
備
計
画
は
あ
る
か
。

②
遊
具
は
公
園
の
規
模
や
利
用
者

の
年
齢
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
設
置

し
て
い
る
か
。

③
日
陰
や
ベ
ン
チ
等
の
設
置
を
工

夫
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

①
あ
じ
さ
い
公
園
の
ほ
か
、

（
仮
称
）
上
水
本
町
ビ
オ
ト
ー
プ
公

園
は
用
水
を
自
然
流
下
で
引
き
込
ん

だ
ビ
オ
ト
ー
プ
公
園
と
し
て
、（
仮

称
）
延
命
寺
公
園
は
用
水
を
利
用
し

た
親
水
公
園
と
し
て
整
備
す
る
。

②
民
間
の
開
発
行
為
等
に
よ
り
提

供
さ
れ
た
公
園
は
小
学
校
低
学
年
ま

で
が
、
ま
た
、
市
が
整
備
す
る
公
園

は
高
学
年
ま
で
が
遊
べ
る
よ
う
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
遊
具
は
安
全
基
準

に
照
ら
し
設
置
し
て
い
る
。

③
公
園
の
大
き
さ
に
よ
り
木
陰
と

な
る
樹
木
を
植
え
ら
れ
な
い
場
合
は

人
工
的
な
日
陰
を
確
保
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
都
の
事
業
で
あ
る
思
い

出
ベ
ン
チ
の
よ
う
な
設
置
は
、
市
の

新
設
公
園
や
既
存
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
時
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

②
（
仮
称
）
上
水
本
町
ビ
オ
ト
ー

プ
公
園
に
つ
い
て
は
8
月
に
説
明
会

を
開
催
し
、
10
月
に
工
事
の
契
約
を

予
定
し
て
い
る
。（
仮
称
）
延
命
寺

公
園
と
あ
じ
さ
い
公
園
に
つ
い
て
は
、

現
在
設
計
を
し
て
お
り
、
10
月
に
工

事
の
契
約
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（緑ネ）＝緑・ネット

（共産）＝日本共産党小平市議団

（フォ）＝フォーラム小平

（民リ）＝民主リベラル

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。こ
こでは、21人の議員からの質問のうち、
1人3件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

行

政

一

般

教
育
委
員
の
人
材
確
保
の
た
め
に

委
員
の
公
募
の
実
施
を

税
制
改
悪
で
課
税
あ
る
い
は
増
税
に

な
っ
た
市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て

市
報
掲
載
の
「
シ
リ
ー
ズ
行
政
コ

ス
ト
の
公
表
」

▲

一般質問

市
報
掲
載
の
シ
リ
ー
ズ

行
政
コ
ス
ト
の
公
表
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
伴
う
市
民
負
担
を

軽
減
で
き
な
い
か

国
民
健
康
保
険
証
の

カ
ー
ド
化
に
つ
い
て

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
戦
略
会
議

か
ら
見
た
Ｉ
Ｔ
化
政
策
に
つ
い
て

自
治
基
本
条
例
制
定
へ
の
取
り

組
み
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

市民の会議準備会の様子

公
共
工
事
品
確
法
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
る
べ
き
だ

公
園
・
用
水

市
の
緑
行
政
を
守
る
た
め
に
も

企
業
等
へ
の
積
極
的
な
対
応
を

春
の
小
川
の
創
生
と

用
水
路
活
用
計
画
に
つ
い
て

公
園
の
安
全
対
策
と
だ
れ
も
が

楽
し
め
る
公
園
環
境
の
整
備
を

あ
じ
さ
い
公
園（
美
園
町
一
丁
目
）

▲


